
緑高校における英語多読の取り組み 
英語多読とは 
・ 簡単な本(絵本)から読み始め、無理なくたくさんの本を楽しみながら読むこと 
・ 読書を純粋に楽しむうちに、英語に対する苦手意識の克服や長文への慣れ、未知語の推測力などを、知ら

ず知らずの間に身につけていくことが期待されている。 
 
多読用図書の例 

 
 
 
 
 
 

※ 非常に易しいものから、徐々に

レベルがあげられるようにして

いる。またできるだけ様々なジ

ャンルのものを揃えるようにし

ている。 

※ PTA 費と図書費で毎年購入して

もらっている 

 
 
実施方法 

週１時間、1 年生の英語授業の一環としてセミナー室で実施。生徒一人

一人が、教員のアドバイスを受けて、自分の英語力や好みに合った本を選

び、それぞれ静かに本を読む。本を最後まで読み終えたり、内容やレベル

が自分に合わないと感じたりした時は、授業の途中でも選び直して、読書

を続ける。また、授業で使用しているほとんどの本には、本文の朗読 CD
が付いており、朗読音声を聞きながら読書を行っている。 
 
生徒の声（1 年終わっての感想） 

「英語は苦手だけど、多読をするうちに、英語っておもしろいなあと思

った。」「どんどん語数の多いのを読めるようになっているのでやっていて

良かったと思います。」「1 学期は英語がよく分からなくて、あまり面白さを

感じられなかったが、少しずつ力がついてきているから、内容も英語のま

まわかるのが多くなったので、最近はとても楽しい。」「チャロは読んでて、

本当に感動して泣きました。ちゃんと読めたし、良かったです。これから

は、もうチャロシリーズを読み終えたので、新しい本をたくさん読んでいきたいです。」「英語についての見方、

考え方が変わった。これはためになる話だと思うような本を読んでみたいと思った。」「今回のリスニング問題が

すごく聞き取りやすく感じた。きっと前より俺が成長した証だと思う。」 
 
※ 2017 年より、２年生の各教室にも多読本を用意し、英語の授業や朝の読書などで活用している。 
※ 2017 年現在、３年生については授業中の多読を行ってはいないが、図書室の他の本と同様に利用できるよう

になっており、定期的に利用している生徒もいる。 


